
雨水利用及びサテライト処理を評価する際の諸注意 

 

雨水利用及びサテライト処理はデフォルトでは計算できません。 

以下の操作を行っていただくと計算ができるようになります。 

また、適切でないか計算が行われていないかを確認していただくため、最後に記載した方

法で確認を行ってください。 

 

雨水利用およびサテライト処理を計算数には「設計変数.xlsm」で目標値を設定する必要性

があります。このファイルはソフトウェアに自動で参照されません。 

「設計変数.xlsm」には図 1 のような「雨水_サテライト_目標設定」というシートがありま

す。 

シートの左上に入力ボタンがあります。入力ボタンを押すと目標設定に必要な情報を｢原単

位.xlsx｣及び｢制約条件.xlsx｣ファイルからコピー＆ペースト部分を自動で行ってくれます。

ただし、ボタン入力の際には｢原単位.xlsx｣及び｢制約条件.xlsx｣ファイルを開いておいてく

ださい。 

 

 

図 1 「雨水_サテライト_目標設定」シート 

 

 



目標値の設定には図 2 の赤枠内に雨水およびサテライト処理で代替したい上水代替率[％]

を記載してもらうことになります。 

図 2のような画面の場合には雨水およびサテライト処理による計算上の問題はありません。 

 

 

図 2 目標値の設定 

 

  



上水代替率が大きすぎる場合には図 3 の青線上にあるように注意メッセージが出ます。こ

のメッセージが出る状況では上水代替率の目標が大きすぎることを表していますので、目

標値を小さくしてください。 

この状態でも計算は可能ですが、その結果を保証することはできません。 

 

 

図 3 目標率が大きすぎる場合の注意メッセージ 

 

  



雨水利用による上水代替率が大きすぎる場合には図 3 とは別に、図 4 の赤線部のような注

意メッセージが出ます。 

これは雨水利用可能量を超える目標を立てていることを表しています。この場合、計算自

体に問題は出ませんが、そのような設備を設置できないため、変更することが推奨されま

す。 

 

 

図 4 雨水による上水代替率が大きすぎる場合の注意メッセージ 

 

  



｢設計変数.xlsm｣ファイルはソフトウェア起動時に自動で読み込みをしません。そのため、 

図 5 の矢印の付いたボタンを押して対象となる｢設計変数.xlsm｣を入力してください。 

図 5 の画面はソフトウェア起動後に「開始」→「諸元の設定」を押すことで移動すること

ができます。 

読み込み後に「出力エクセルファイル選択」ボタンを押し、計算実行をすれば雨水利用及

びサテライト処理を加味した計算を行うことが可能です。 

 

 

図 5 ｢設計変数.xlsm｣の読み込み 

 

  



雨水利用及びサテライト処理を評価する場合、再生水使用量によっては計算結果が不適切

になる場合あります。 

そのような場合には、計算結果として導出されるサマリーファイル(outexcel に作成されま

す)に以下の図 6 の青枠内のようなメッセージが出ます。このメッセージが出るかについて

は不適切な解となりますので、目標値の設定や重み付けを変更することが推奨されます。 

 

 

図 6 再生水使用率が大きすぎる場合の注意メッセージ 

 

 


